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Abstract
ItisknownthatOctober22isInternationalStutteringAwarenessDay.Everyyearvariouseventsre-
latedtostutteringareheldallaroundtheworldonthisday.Thetalksessionbetweenamanwithstut-
teringandaspeech-language-hearingtherapistwasheldonOctober10,2022atHigashikawaTown,
Hokkaido,Japan.(organizedbyKumataSeminarofAsahikawaUniversityJuniorCollegeandalsosup-
portedbyHigashikawaTownandHigashikawaTownBoardofEducation)Thedialogueofthesession
isreportedonthisarticle.

抄録
10月22日は国際吃音啓発の日として知られており、毎年世界各地で吃音に関する啓発のためのイ

ベントが開催されている。これにちなみ、2022年10月10日に北海道東川町にて吃音当事者と言語聴
覚士によるトークセッションを実施した（主催：旭川大学短期大学部熊田ゼミナール 後援：写真
文化首都「写真の町」東川町、東川町教育委員会）。本稿では、その内容を報告する。

キーワード：吃音、国際吃音啓発の日、当事者、言語聴覚士、地域づくり

※本稿の第３章は、トークセッションを録音したものを文字起こしした上で読み原稿に直したものである。発言の要

旨を損なわない程度に一部、文体や表現を修正している。また、吃音当事者の発言においては、実際は難発や挿入な

どの非流暢性が頻繁にあったものの、文字原稿としての読みやすさと発言内容を正確に伝えることを優先し、本人の

了解を得てそれらを忠実に再現することは控えた。

分類第10版）においては吃音症として、医学的
な診断基準や分類にも含まれている疾患であ
る。代表的な症状としては、連発（音を繰り返
す）、伸発（音を引き伸ばす）、難発（つまって
音が出てこない）の３つがある。吃音のある人
は疫学的にはおよそ100人に１人いるとされ、
そのほとんどは言語発達が著しく進む２歳から
５歳の幼児期に発症する。発症後、学童期にか
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１．はじめに
吃音（stuttering）とは、話し言葉の流暢性に

困難が生じる言語障がいの一種であり、DSM-5
（DiagnosticandStatisticalManualofMental
Disorders：精神疾患の診断・統計マニュアル第
５版）においては小児期発症の流暢症、ICD-10
（InternationalStatisticalClassificationofDis-
easesandRelatedHealthProblems：国際疾病
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けて自然に消失していく場合もあれば、成人期
まで症状が続く場合もあり、女児よりも男児に
多い。医学的な原因が明らかになっておらず、
根本的な治療法はまだ存在しないが、様々な臨
床的な知見から吃音を改善させる要因や悪化さ
せる要因が少しずつ明らかになりつつある。し
かし、それらを全ての吃音のある人に一般化し
て適用することは難しく、症状の現れ方には極
めて個人差がある。
一方、障がいの社会モデルに基づき、吃音が

あってもその人らしく生きていくことができる
ような社会環境の整備も求められている。障害
者差別解消法に基づく合理的配慮の提供もその
一つであり、学校教育や就職支援等における理
解や啓発も少しずつ進んできている。しかし、
吃音に対する根強い偏見や差別も未だ存在して
おり、吃音の臨床を行っている医師や言語聴覚
士も極めて少ないという現状がある。そのよう
な中で、改めて今、社会における障がいへの正
しい理解が求めれている。
そこで、短期大学による地域貢献の一環とし

て、10月22日の国際吃音啓発の日にちなんで
吃音に関する社会への理解・啓発を促すことを
目的としたイベントを開催することにした。言
語聴覚士である筆者が、吃音当事者を迎えてト

ークセッションを実施し、当事者の生の声を社
会に届けることが主たるねらいである。本稿で
はその内容を報告し、障がいがあっても自分ら
しく生きることのできる暮らしやすい地域づくり
のために必要なことについて若干の考察を加え
た。

２．イベント概要
イベントの概要を表１に示し、関係機関への
周知のために用いたチラシを図１に示す。

３．トークセッション内容
（１）第一部
阿部（吃音当事者）：それでは始めさせていただ
きます。吃音の人生ということで自分自身、言
葉をスムーズに話すことができないという吃音
という障がいがあります。今日はその吃音につ
いて知っていただこうと思ってこのような会を
開催させていただきました。今日の内容として
はまず自己紹介をさせていただいて、次に吃音
とはどういう症状とか障がいなのかというもの
をしゃべって、自分がどのような人生を送って
きたのかということをしゃべった後に、熊田先
生とトークセッションをさせていただこうかな
と思っています。

表１ イベントの概要
スペシャルトークセッション
どもりながら生きる 吃音当事者と言語聴覚士の対話

イベント名

旭川大学短期大学部熊田ゼミナール主 催

写真文化首都「写真の町」東川町、東川町教育委員会後 援

2022年10月10日（月）13：30～15：00開 催 日 時

せんとぴゅあⅡ多目的室（北海道上川郡東川町）開 催 場 所

23名（定員は20名であったが、それを上回る参加希望があった）参 加 人 数

保健師、保育士、教員、臨床心理士、議員、学生（小学生を含む）、
当事者、当事者の保護者等

参加者の職種等

第一部：当事者による自己紹介と自身の生い立ち等に関する報告
第二部：当事者と言語聴覚士によるトークと質問への回答

内 容 構 成
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図１ イベント周知用のチラシ



熊田 広樹 阿部 勇司

－ 28 －

まず、自己紹介からさせていただきます。名
前は阿部勇司と言います。年齢は25歳になり
ます。福岡県の宗像市というところで育ちまし
た。現在は北海道にいて、富良野市で活動して
います。仕事は上富良野町でしています。自分
自身、今ユニフォームを着ているのですけど、
北海道ベースボールリーグというところで野球
の選手をしています。北海道ベースボールリー
グというのは全国からプロ野球選手になりたい
選手たちが北海道に集結して、今シーズンは富
良野と砂川と奈井江の３球団で試合をしていま
した。次の2023年シーズンから旭川ビースタ
ーズさんが加入されることが決まっています。
拠点は旭川とその周辺の町も含まれていて、東
川町も活動の拠点になっています。北海道ベー
スボールリーグ全体をもしよろしければ応援し
ていただきたいなと思っています。
次に自分の仕事ですが、野球選手をしながら

放課後等デイサービスで仕事をしています。障
がいがある子どもの支援をする仕事です。自分
自身、吃音があるため子どもの気持ちを少し理
解することができるので、そういったところを
活かしながら働いています。資格は健康運動実
践指導者というスポーツトレーナーのような資
格、中級障がい者スポーツ指導員、児童指導員
任用資格を持っています。最近、保育士も取得
しました。

次に吃音についてですが、吃音のある人は
100人に１人くらいの割合でいると言われてい

ます。有名人で言うと、元総理大臣の田中角栄
さんとか、最近ですと洋楽のエド・シーランさ
んなどがいます。吃音の治療法はまだ完全なも
のは見つかっていないそうです。こういう治療
法が効果が出やすいといったものであったり、
克服法というのは世の中にあるのですが、それ
が全員に当てはまるわけではないので完全な治
療法というものは見つかっていないそうです。
次に症状の種類についてご説明します。症状
の種類は、まず難発というものがありまして、
最初の言葉が出てきにくい症状です。「……」と
言葉がなかなか出てこなくて、「…ありがとう」
みたいな感じになります。次に、伸発というも
のがありまして、「あーりがとう」みたいな、最
初の言葉を伸ばしてしまうような症状になりま
す。最後に、連発というものがありまして、
「あ、あ、あ、あ、ありがとう」みたいな、最初
の言葉を繰り返してしまう症状があります。こ
の３つの中で自分は難発がよく症状として出て
います。では、どうやってしゃべっているのか
という話なのですけれども、自分は話す時の工
夫として、まずリズムを取りながらしゃべった
りしています。体のどこかを叩きながらしゃべ
ることでスムーズに言葉を出しています。次
に、「えっと」「あの」とかを使って助走をつけ
て、しゃべれるようにしています。また、あま
り自分は知らないのですが、息を小刻みに「フ
ーフーフーフー」みたいな感じで吸ったり吐い
たりすることでリズムを作ってしゃべったりも
しています。自分は高校生の時に、結構息でリ
ズムを作りながらしゃべっていました。これは
あくまでも自分が考えていることですが、克服
方法は機能面とメンタル面の２つに分かれると
思っています。機能面というのは滑舌をよくす
ることや発声練習のことです。メンタル面とい
うのは、吃音に対して考え方を変えたり、イメ
ージトレーニングで心を変えていくものです。
自分は機能的な訓練みたいなことをあまりした
ことがないので、今から取り組んでいこうかな
と思っています。

次に吃音の人生ということで、今までの自分

図２ 当事者による自己紹介
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の経験などをしゃべっていきたいと思います。
まず、小学校３年生くらいから吃音だな、と

いうように感じました。もしかしたら３年生よ
り前に言葉がつまっていたのかもしれないので
すが、自分自身がスムーズにしゃべれないと感
じたのが３年生くらいからでした。でも、小学
生の時は割と目立ちたがりな性格で、よく授業
の発表などをしていました。しかし、やはりつ
らいこともありました。野球チームでキャプテ
ンをしていたのですが、号令をかけなくてはい
けないのが、結構しんどかったという記憶があ
ります。
次に、中学生の時は思春期ということもあっ

たので、吃音だとばれたくないという気持ちが
とてもありました。吃音でいじめられることは
なかったのですが、からかわれたりすることは
たまにありました。中学生の時に自分の友達が
少しいじめにあっていて、それを自分がかばっ
たりしていたら、自分の周りから友達がいなく
なったという経験をして、そちらの方がつらく
て、中学生の時に吃音で悩んだという記憶があ
まりないです。
次に高校ですが、野球部でも話すことが多く

て、一度野球が嫌いになりました。例えば、ブ
ルペンでピッチングをする時に「カーブ」とか
「スライダー」というのがなかなかキャッチャー
に言えなくて、結構しんどいなというのがあり
ました。また、コーチに聞きたいことがあって
もなかなか聞けませんでした。そのようなこと
もあり、高校野球が終わって一度、野球から離
れました。高校生の時は、進学や就職活動に結
構不安を感じていました。商業科だったので就
職活動に厳しかったです。面接指導があり、や
はりそこでも上手にしゃべれないので、結構し
んどかったです。しかし、３年生の時にこのま
まではいけないなと感じて、一人で沖縄の大学
に進学しました。
大学生になりましたが、やはりそう簡単には

変われませんでした。カラオケ店でアルバイト
を始めたのですが、なかなか変われないなとい
う感じで２年生くらいまでずっと過ごしていま
した。そして、ここからが分岐点になるのです

が、吃音がある大学の先生に出会いました。そ
の先生は150人くらい学生がいる中で「自分に
は吃音があります」と告白していて、それを聞
いて素直にかっこいいなと感じました。今まで
吃音というものは恥ずかしいとか、自分の弱い
ところだなと感じていたのですが、その先生の
姿を見て本当にかっこいいとか、自分もそのよ
うになりたいな、と感じました。そこから吃音
について勉強をしました。先ほどの吃音のある
先生が心理学の先生だったので、その先生のゼ
ミに入って吃音について勉強しました。勉強す
る中で考え方が変わったことがあります。「吃
音があってもこれはできるのか」「吃音だからで
きないのか」というような感じで、今までは「吃
音がある上で」物事を考えていました。吃音が
自分の中の中心にあったのですが、それだった
ら人生あまり楽しくないな、ということに気付
いて、そこからはやりたいことをやろう、と決
めました。そして、目標を持って生きよう、と
決めました。目標は１日の目標でも、長期的な
目標でも、どちらでもよいのですが、何か目標
に向かっている時は自然と生き生きしますし、
あまり吃音のことを考えなくても生活ができて
いるな、と感じたので、常に目標を持って生き
よう、と決めました。そこで目標を１つ立てま
した。それが野球をもう一度始めるということ
でした。
そして、社会人になったのですが、社会人生
活２か月で仕事を辞めて北海道に行きました。
仕事を辞めると言うと、やはり後ろ向きな気が
するのですが、野球をするという目標を立てた
時に、今所属しているチームからたまたま声を
かけていただき、やりたいことをしよう、とい
うことで今北海道にいます。放課後等デイサー
ビスで勤務しながら野球選手をしています。
元々、福岡でも発達障がい児の分野で働いてい
たので、北海道でもこのような仕事がしたいと
感じていました。吃音を皆さんに知ってもらい
たいという気持ちでこのようなトークイベント
などを開催しています。
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（２）第二部
熊田（言語聴覚士）：実は阿部さん、大学の授業
でも先日ゲストでお呼びしまして、お話しいた
だいたのですが、大学の教室と今日とでは少し
雰囲気が違いますけれども、どうですか。

阿部：正直、ここの方が結構緊張してあまり言
葉がスムーズに出てこなかったなという感じ
で、授業の方がうまくしゃべれたかなという感
じです。

熊田：不思議なんですよね、だから。本人の話
の中にもありましたけども、話せる時と話せな
い時とっていうのがやっぱりどうしてもあっ
て、これが吃音の大きな謎の一つですよね。

阿部：そうですね。

熊田：いわゆる吃音の波と言われていて、１日
の中でも変わりますね。今のトークの中でも、
序盤と中盤と終盤では滑らかさが少し違いまし
た。序盤は少し出づらそうだなという感じはあ
ったように思います。波は月単位でも繰り返す
と言われているので、これも本当に謎多きもの
だなと思います。ご自分の中でも先日の大学の
授業の時と比べてそのように感じているのですね。

阿部：そうですね、感じています。ちょうど野
球のシーズンが終了しましたが、変わり目の時
期が結構精神的にしんどいというか、変わり目
の時期に言葉が出にくいというのがあります。
今日はちょっと出にくいなという感じでした。

熊田：それも含めて全て阿部さんなのですね。
何となく季節の変わり目のようなものを自覚し
ているのですね。

阿部：そうですね、はい。

熊田：不思議ですよね。アレルギー体質の人な
どは割と季節の変わり目に弱かったりしますけ
れども、そのような「体質的なもの」にも近い

ようなところがありそうですね。

参加者からの質問１

言葉がつまった時に吃音の当事者はどう捉
えたらよいのかを教えていただきたいで
す。例えば客観的に捉えるとか、つまった
時のそれに対する捉え方はどのようにして
いますか。

阿部：そうですね。つまった時は、言葉をしゃ
べろうとしたら本当につまってしまうから、結
構客観的に考えたりするようにしています。イ
メージで言うと監視カメラから見られてるよう
な感じで、自分ではなくて場全体を考えるよう
にしています。すると意外とすっと出たりする
のかなという感じです。

熊田：これは今まで考えたことがなかったです
けれど、カメラからの全体が映っている映像が
思い浮かぶような感じでしょうか。

阿部：そうですね、はい。

熊田：どうしてそのようにすると、少し出やす
くなるのだろうか。

阿部：やはり客観的っていうことを自分の中で
よく考えるようにしていて、客観的に捉えるこ
とで、自分じゃなくなるというか。少し説明が
難しいのですけれど、全体で、というように考

図３ 言語聴覚士との対話場面
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えると、吃音という不安が少し減るのかなとい
う気がしていて、そのように考えるようにして
います。

熊田：人間は何かしゃべっている時、もちろん
何か言いたいことや人に伝えたいことがあっ
て、言葉に気持ちをのせて話すわけだけれど、
あえて１回それを少し排除するというか、１回
クールに気持ちを少し切り離すみたいな感じで
しょうか。

阿部：そのような感じでしゃべっています。

熊田：少し機械的にというか、事務的にという
か、そこに気持ちをのせないで、なんとなく言
葉だけ出すようなイメージで捉えるという感じ
でしょうか。

阿部：はい、そのような感じです。

熊田：不思議ですよね。逆に言うと、たくさん
気持ちをのせようと思った時に、つまることが
多いのでしょうか。そうとも限らないのです
か。

阿部：そうとも限らなくて、これを伝えたいと
いう気持ちが強いとスムーズに言えることもあ
って、言葉がつまってしまうという気持ちより
もこれを伝えたいという気持ちが上だったら、
言葉はあまりつまらないのかなという感覚で
す。

熊田：なるほど。先ほどの阿部さんの話を聞い
ていて、中盤以降のところで吃音のある大学の
先生の話が出てきたところで、やっぱりここは
言いたいところなのだなという場面でスーっと
言葉が出ていたのですよね。言いたいことがあ
るのだけれど、まだ何となく自分の中で少し煮
えきらない時とか、まだこれは100パーセント
の自信がないという感じのところは言葉にする
時に少し難しさがあったりすることもあるので
しょうか。

阿部：そうですね。そのような感じです。

熊田：しかし、これも一概に言えないのですよね。

阿部：そうですね。

熊田：ある程度、法則性はあったとしても、そ
うならない時もあるということは、吃音を考え
る時の謎ですよね、いつも。単純に法則化でき
ないという。

参加者からの質問２

吃音に対する当事者と周囲との理解の違い
を知りたいです。当事者はこう理解してい
るけど、周りはこう捉えているなどのギャ
ップに悩むことがあるのかなと想像してい
ます。

阿部：例えば言葉につまっている時に、配慮し
てくれるという人は今まで結構いました。自分
の中でこうしてほしいんだけどな、という思い
は、結構ありました。しかし、吃音関係のこの
ようなイベントなどを開催していて気付いたこ
とがあります。人それぞれ配慮の仕方は違うけ
れど、配慮してくれているということを素直に
喜ぼうっていうふうに決めてからは、この人は
この人なりに自分のことを考えてくれているの
だなというところに目を向けるようになりまし
た。ギャップなどを感じる時は感じるのですけ
れど。

熊田：それは別に吃音とかに関係なく、いろい
ろな経験をされてとても人間的に大きくなられ
たという感じですよね、私が言うのも変です
が。例えば思春期の吃音の方の相談などでよく
あるのは、友達と一緒に外食に行って、ハンバ
ーガーを注文したいのだけれど、ハンバーガー
の「ハ」が出にくいから違うものを注文したと
いうような話です。そのような時に、例えば指
をさして答えられるような配慮など、こちら側
の提供できる配慮というものはあるわけです
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が、それを望む人とそうでない人がいますね。
ですから、吃音への合理的配慮と言っても、基
本的にはその人の気持ちに沿うものでなければ
いけないわけです。しかし、阿部さんはそこは
どのような配慮であってもやっぱりすごく考え
てくれているのだという大きな気持ちで受け止
めているという感じですよね。吃音に対する当
事者と周囲の理解の違い、って言うと言葉が出
にくい時の苦しさみたいな、そういう意味もあ
るのでしょうか。すごくつまって言葉が出ない
時の苦しさは、本人が感じているものと、周り
から見えるものとで違いがあるといったよう
な。そのあたりはどうでしょうか。

阿部：そうですね。やっぱり吃音ではない方は
吃音という感覚はやはり想像しにくいのかな、
というふうに自分は感じています。でも、それ
を少しでも感じていっていただきたいなという
ように考えているのですけれど、いい例えがあ
まり思いつかないのです。自分が説明する時に
は、「普通に走っていて次に踏み出したら絶対
転ぶというのを知っていても、スムーズに足が
出せますか」というような例えをよくしていま
す。吃音もそれと似ていて、この言葉を話した
ら絶対つまるというのがわかっていて、言葉を
しゃべるまでにどんどん不安が積もっていっ
て、そこに行ったらやっぱりできないという感
覚です。

熊田：とても想像しやすい例えかな、と思いま
すけれど。予期不安みたいなものですよね。
「来る、来る」とわかっていても、やっぱりつま
ったみたいな感じですね。別の当事者の方が、
言葉を話す時に自分が話す次の次の文ぐらいま
でイメージできてしまうというようなことをお
っしゃっていて、何かそれととても似ているな
という感じです。しかし、不思議です。先ほ
ど、阿部さんは用意してきた台本を読んでくれ
ていましたが、対談、対話になると、また少し
言葉が違いますよね。

参加者からの質問３

私は人と話さない期間が長くなると、軽い
吃音が出ることがありますが、たいてい
昔、演劇でやっていた発音練習で治ります
が、阿部さんはいかがでしょうか。

熊田：阿部さんは機能面について本格的に何か
取り組んできたことはなかったとおっしゃって
いたけれども、野球で息の使い方とか工夫した
こととかあれば教えてもらってもいいですか。

阿部：例えば体を叩きながらしゃべるとか、息
を「フーフーフー」みたいにしてリズムを取る
とかいうように工夫していました。高校時代、
野球部でバッティングマシンにボールを入れる
作業があり、その時に絶対「いきます」と言っ
てからボールを入れなければならないのですけ
れど、それがなかなか言えないから「フーフー
フー」と息で整えてから「フーフーフー、いき
ます」みたいな感じでやっていました。

熊田：それは自分で工夫をしてたということで
すよね。誰かから何か言われたわけではなく、
自分で叩いてリズムを取ったり、呼吸で整えて
「いきます」と言ったりとか、自分で工夫をして
いたっていうことなのですね。以前、スポーツ
をしている当事者の方がいたのですが、キャプ
テンが「集合」とか号令をかけなくてはいけな
いので最初の音が出づらくて大変という話があ
りました。バッティングのマシンも、相手のペ
ースで言わないといけないですね。自分のペー
スではなくて相手に合わせないといけないです
ね。いわゆる訓練法みたいなものとか、機能面
について何か自分に合うものを研究中だそうで
すが、例えば、いわゆる吃音のセラピーでは楽
にどもるということがなされることがありま
す。例えば「おはようございます」と言う時に
「（フオ）おはようございます」みたいに最初を
少し柔らかい話し方にするとか、「おーはよう
ございます」のように少しだけ伸ばすとか、ゆ
っくり話すとか、言葉が出づらい時に軽く楽に
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どもって少し出しやすくするという方法ががあ
りますが、そのあたりに関しても、きっとセラ
ピストが勝手に決めていいことではないような
気がしています。そういうことをある程度自分
で習得してでも言葉を楽に出せるようにしたい
と思う人もいれば、なんとなくそういうのは自
分の言葉ではないような気がするという人もお
そらくいて、阿部さんはそのあたりはどのよう
に考えていますか。

阿部：そうですね。自分自身、小学生くらいの
時に吃音だなと感じてから、ことばの教室とか
には通っていませんでしたし、例えば言語聴覚
士さんから言われて何かやってみるということ
がなかったので、自分にとっては想像しにくい
ことですね。

熊田：いろんな人がいますよね。例えば、就職
の面接とか高校入試の面接とか、そういう人生
の一大イベントの前に少しでも言葉がスムーズ
に出せるようにしたいという人もいますね。

参加者からの質問４

幼児期・学童期の吃音によるいじめ、から
かいについて何か思うことはありますか。
また、吃音は障がいの分類に入るか、入ら
ないかについて教えてください。

熊田：障がいの分類に入るか入らないかという
のは制度的なことや医学的な分類といった話も
あれば、主観的な話というのもあると思いま
す。いじめ、からかいのことは、学童期・思春
期の主要なトピックになると思うのですが、阿
部さん自身はそういった経験がないということ
でした。例えば当事者同士のつながりの中で、
いじめ、からかいについて何か思っていること
はありますか。

阿部：小学生の時は、結構自分を表現していま
した。振り返った時になんで自分は吃音でも普
通にやっていたのかなと考えたら、小学生の時

からスポーツには自信があったので、別にしゃ
べれなくても、自分はスポーツができるんだ、
みたいな感じだったのかなと思っています。小
学生の時に「何、そのしゃべり方」とか、から
かわれた経験というのはあるのですけど、それ
をはね返すくらいの何か違う自信がたぶん小学
生の時にはあったのだと思います。でも、やは
り中学生になると思春期で周りの目を気にし始
めたりして、吃音のネガティブな感情がどんど
ん積もっていったので、学校でもからかわれた
り、「本当、言葉出ないよね」とか言われたりし
た時は結構傷ついていたなという感じです。そ
れでも、やっぱり自分には野球というものがあ
ったので、そこで自分を表現できていたのかな
という感じです。たぶん、自分自身いじめとか
はされていないのですけれど、されたとしても
それを超えるような自分の自信であったり、何
か好きなものとかがあれば強くなれるのかな、
と自分は考えています。

熊田：ありがとうございます。今回は療育に関
わっている方や学校の先生もいらっしゃるわけ
ですけれども、療育も教育もやはりその人間全
体を見るというところが大切です。症状とか機
能面のことだけを見るのではなくて、その人、
人間全体を見ていった時にやはり阿部さんの場
合、野球というものが一本、自分を支えてきた
ものとしてあるということですね。その生きる
姿にきっと勇気づけられる人もいるのではない
かなと思いますので、どんどんまた発信してほ
しいなと思います。表現ですよね、一つの。表
現を何か持っているということですよね。きっ
と阿部さんの場合は野球が表現なのだろうなと
いう感じですね。吃音は障がいの分類に入る
か、入らないかというあたりは、障がいとは何
かという結構大きなテーマになってくるわけで
すが、制度上は発達障害者支援法という法律の
中に吃音も含められておりますし、医学的な診
断分類というものがありまして、その中にも当
然、吃音というものはあるわけです。ですから
基本的に配慮を求められたら提供しなければな
らないというのは障害者差別解消法という法律
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の中で定められているわけです。ただし、広く
障がいということを考えた時に、障がいが障が
いでなくなることもあり得るわけですよね、環
境によっては。阿部さんが考える吃音が障がい
でなくなる、障がいだけれども障がいでなくな
るような町づくりであったり、地域づくりだっ
たり、こういう環境だったら居心地がいいな、
ということは何かありますか。

阿部：まずはやはり、吃音というものがどうい
う障がいか知ってもらうというのが本当に大事
だなと感じています。よく個性とかって言いま
すけど、その個性を理解するためにはそれにつ
いてやはり知っていないといけないので。たぶ
んここに来てくださっている方は何かしら吃音
というものを知っていたから来てくださったと
思うのですけれど、何も知らない人というか、
吃音という言葉も知らない人にも知ってもらう
ようにしていかないといけないなと思っていま
す。たぶん野球のチームメイトなども、みんな
がみんなではないですけれど、ずっとスポーツ
しかしてきていないので、あまり吃音とかを知
らない人たちがいました。それでも、自分が１
人そこにいることで「あ、こういう障がいなん
だ」というように知ってもらえたので、知って
もらうということが今は一番大事なのかなと感
じています。

熊田：ありがとうございます。やはりそれが基
本ですよね。正しく理解をする、正しい情報を
得て、当事者の声に耳を澄ませて正しく理解を
していくというところからなのかな、とやはり
思います。吃音の方と言っても、吃音であるこ
とがわかりづらい人もいます。阿部さんは積極
的に自分から発信をしてくださっていて堂々と
どもっているから、吃音とはこういうものなの
だなということがわかるけれども、大人になっ
てくると、どもる自分を隠している人もいます
し、しゃべらないから吃音だと気付かれないま
まの人もいたりします。わかりづらいですよ
ね、そういうところは。そういう人もいるのだ
ということも正しく理解するということにつな

がると思います。たぶん療育関係者や学校の先
生はきっとご存知だと思いますけれど、実は吃
音には長い誤解と偏見の歴史があるのです。20
世紀にアメリカを中心に研究が進んでいったの
ですが、例えば左利きを矯正するのをやめたら
吃音が治ったからそれが原因だという説もあり
ました。最初は自分がどもってるということに
気づいていないのだけれど、それを「君のその
しゃべり方は吃音だ」ということを診断したが
故に、それがきっかけで吃音を発症するという
診断起因説というものもありました。母親の育
て方のせいという誤解もありました。しかし、
今は当事者の方が研究者になったり、言語聴覚
士になったりしています。あるいはいろんな発
信をしてくださる方が出てきて、かなりオープ
ンに吃音のことを話せるようになりました。

参加者からの質問５

１歳児担当の保育士です。この時期は、言
葉が少しずつ増えてくるタイミングだと思
いますが、吃音のように言葉につまってし
まう子どもや言葉がゆっくりな子どもなど
一人ひとり違います。乳児期に保育教諭は
もちろん、保護者の方も大事にした方がい
いことなども学べたらうれしいです。

熊田：阿部さんは小学校３年生くらいの時に吃
音に気付いたと言っておりましたけど、医学的
な観点から言えばおそらくもっと早くに発症は
していたのでしょうね。一般的には２歳から５
歳くらいの間に発症することが多いと言われて
いますので。吃音は例えば３歳児健診などで気
づかれたりすることもあるわけですけれども、
吃音のある小さい子どもと関わる人に何か伝え
たいことはありますか。

阿部：そうですね、当事者の考えとしては、言
語聴覚士さんなどと関わって改善につなげてほ
しいなというのが正直な気持ちです。自分自身
も２歳から５歳くらいの時に吃音が出ていたか
はわからないのですけど、そのような支援をあ
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まり受けてこなかったから治らなかったのかな
と考えることもあります。それは自分の考えな
のですけれど。自分も小さい時に何かそういっ
た支援とかを受けたかったなという気持ちがあ
るので、もしそういったお子さんとかがいれ
ば、しっかりと専門機関と関わって改善に導い
てほしいなと感じています。

熊田：阿部さん、正直に語ってくれましたよ
ね。なかなか言えないなと思います。大人にな
って、前向きに発信して生きている中でも、本
当だったら支援を受けたかったというようなこ
とは、ある種、本音なのでしょうけれど、自分
の生い立ちを否定することにもなるから、なか
なか言えないことだなというように思いながら
聞いていました。とても正直な方だなと思って
聞かせていただきました。まだ吃音に対する決
定的な治療法はないわけです。医学的な原因が
まだはっきりとわかっていないからですね。で
は何もできないかというと、そうではなくて、
言語聴覚士もそうだし、ことばの教室、通常学
級の先生方、幼稚園、保育所の先生方もみんな
そうだけれども、やはり吃音をオープンに相談
できるような雰囲気を作ったり、その環境を整
えたり、あるいはどもりながらでもその子ども
の全人格が受け止められていくような相談援助
体制や環境を整えていくということは決して吃
音を悪化させる方向にはいかないということは
わかってきています、少なくとも。いろんな人
の力でそこは整えていきたいなというふうに思
いますし、阿部さんからも何か正直なメッセー
ジをいただいたような感じで、頑張らねばとい
うところです。

参加者からの質問６

メンタルを変えるっていうふうにおっしゃ
っていたのですけど、変える前のメンタル
と、意識して変えた後のメンタルというの
にはどんなことがあるのですか。

阿部：そうですね。自分がしているのは瞑想み

たいな感じで、目をつぶってスラスラみんなの
前でしゃべれている自分をイメージして実際に
しゃべるというような感じで取り組んでいま
す。想像したことがリアルになったら、これは
本当に成功したのだと自分も錯覚するので、そ
の自信を使って実際の行動に移していくという
感じのことをしています。

熊田：なるほど。それは野球のメンタルトレー
ニングみたいなものから応用した感じでしょう
か。うまくヒットを打てる自分をイメージする
みたいなものを応用したという感じですか。

阿部：はい、そんな感じです。

熊田：さっきの予期不安と逆ということですよ
ね。予期不安が起きて、「ああ、だめだった」で
はなくて、うまくいく方をやってみて、それで
仮に偶然だとしてもうまくいったらなんとなく
それが自信になるという方に捉えていくという
ことですね。いろいろ工夫されていますね。

参加者からの質問７

なんにも原稿がなかったり、フリーな状態
でしゃべる時に、思った言葉が出ないとい
うこともあるのでしょうけれども、逆に朗
読というのはどうなのでしょうか。朗読す
る分には全く支障はないのですか。それと
も朗読でもそういう出にくい発音とかって
いうのはあるんですか。

阿部：そうですね。それも全部環境によって変
わるかなと思っていて、以前朗読をやったので
すけれど、その時ステージで光があったので、
あまり観客が見えなくて、スラスラしゃべれて
たというのを感じたことがあります。しかし、
リハーサルは観客もあまりいないけれどスムー
ズに出なかったということがありました。話す
内容とかではなくて、もう全て環境なのかなと
感じます。
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熊田：なるほど。不思議ですよね。音読でども
る人もいればそうでない人もいます。しかし、
それも環境による、みたいなところもあるわけ
です。以前、言語の学会で福岡に行った時に、
北九州の芥川賞作家の方が特別講演で語ってく
ださいました。その方も吃音の当事者なのです
が、芥川賞作家ですからテレビ番組とかラジオ
番組とかに出ることもあって、今日はどもりそ
うとか、今日はうまく話せそうというのが、何
かその会場の雰囲気でわかると話されていて、
それがとても印象に残っています。今、阿部さ
んは環境が全てって言いましたけれども、何か
それとちょっと相通ずるところがあるなと思い
ました。実は今日このトークしている場所も台
を置いて一段高くしようかと話していました。
台があるので、用意して持ってきた方が後ろの
座席の方々が見やすいかなと思ったのですけれ
ど、座ってみた時にこのままの方がいいかなと
思ってあえて高くしなかったのですけれど、正
解だったでしょうか。

阿部：それもなんとも言えないのですよね。も
しかしたら高くした方がしゃべれたかもしれな
いというのもあります。

熊田：不思議ですよね。だから言葉というもの
は環境と切り離せませんね、やはり。

阿部：はい。

熊田：小さい子どもなどは、まさにそうかもし
れないですね、余計に。

参加者からの質問８

当事者です。もう今は40代になるんです
けど、小学生の頃からのエピソードが、自
分とすごくかぶっていて共感できました。
質問というよりは僕の体験なんですけど、
弁論大会とか、最初の音が出てこないとい
うのがすごくあって、やっぱりその時もす
ごくしんどくて。もう全然話にはならない

というか。あと、卒業式とかも名前を呼ば
れて「はい」っていうその一言が言えない。
このようなことは小学校、中学校、高校と
ずっとあったんですけど、こういう場でよ
く感じるのは、最初に話す場面になった時
に会場の目が気になるんですよ、その雰囲
気が。評価を気にしてしまうというか、成
功するのかしないのか、どう見えてるのか
とか。そのような時にすごくどもりやすく
なるんですよね。僕が感じたのは、最初に
話し出した時に承認されるというんですか
ね、「ああ、そうなんですか」っていうその
頷きのジェスチャーがあった時にすごく気
が楽になって、どんどん話せるというのを
当事者としては感じていて。阿部さんも、
承認された時に結構スラスラと話されてる
ので、やっぱりそういうところも同じなの
かなと思いました。僕も仕事上、社員さん
の前とか、人と話すことがあって、その時
も、僕は僕の仮面をもう１個持ってるって
いう認識でいるんですよ。本人、当事者だ
と、すぐどもるので。そうではなくて、も
う１人の自分がいて、そいつがしゃべって
る。すると僕は楽になります。今も結構ス
ラスラしゃべってる方なんですけど、もう
１人の自分が今話してます。それが逃避っ
ていうふうに受け取られてしまうかもしれ
ませんけど、いろんな方法を考えてきたん
ですよね。いかに自分がどもらないで済む
かという方法を。というように、探り探り
今に至るっていう、なんてことない話です。

熊田：先ほどのカメラから見た自分というのと
少し通ずるところ、似ているところもあるかな
と思いましたが、どうでしょうか。

阿部：自分も先ほどパソコンを見ながらしゃべ
っていたのですけれど、それよりは皆さんを見
ながらの方がスムーズにしゃべれたというのも
あるので、「ああ、聞いてくれているんだ」と自
分自身で感じることができれば、しゃべりやす
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くなるのかなと今、お話を聞いて思いました。

熊田：そこに言葉があるわけではないし、何か
向こうから返ってくる言葉があるわけでもない
のだけれど、何か空気であり、頷きなどの非言
語であり、表情であり、そのようなものが返っ
てきているということもやはりあるのかもしれ
ないということですよね。

阿部：はい。

熊田：ここは私たち、いわゆる支援者と呼ばれ
ている人たちも心に置いておきたい部分だなと
思いました。今日も実はオンラインでつながな
いのですか、と本州の方から言われたのです
が、今日はそのようにするつもりはないのです
と伝えました。今日は少人数の顔の見える関係
で、ささやかな感じでやりたいのですという話
をさせていただきました。根拠はないのですけ
れど、今回そこにはこだわっておりました。何
か今の話とちょっと通ずるところがあるのか
な、と思いました。実はもう少し大きな会場も
ありました。しかし、この部屋がいいなという
感じがしておりました。あまり距離が離れてい
るところよりもいいかな、と思ったりもしてい
ました。でも、それもわからないのですよね、
当事者からすると。あくまで私がそう思ったと
いうだけであって。

阿部：はい、わからないです。

熊田：ありがとうございます。以上でこのトー
クイベントを終了とさせていただきたいと思い
ます。どうもありがとうございました。

４．参加者アンケートの結果と考察
参加者にはアンケートを実施し、イベントの

満足度を大変満足、満足、普通、やや不満、不
満の５段階で回答してもらった。回答者は20
名（参加者全体の87％）であった。結果を図４
に示す。

回答者全員が大変満足もしくは満足と回答し
ており、イベント全体の満足は大変高かったと
解釈してよいと考えられる。
また、アンケートでは自由記述としてトーク
セッションの感想や、今後開催してほしいイベ
ントや学習会の希望なども回答してもらった。
その中から、一部を抜粋したものを表２に示
す。

表２ アンケート結果（自由記述）

トークセッションの感想

・吃音症についての正しい情報や知識を持っ
ていなかったので知ることが出来て良かっ
たです。こんな人もいるんだ、と理解の幅
が広がりました。
・吃音については短大時代に学びましたが、
当事者の声は聞く機会がなかったのでとて
もよい勉強になりました。特に、その時に
よって波があることを知りました。現在、
私も保育教諭として子どもと関わっていま
すが、その子の個性をまずは認める大切さ
を感じました。
・今、子どもと関わる仕事をしていて、環境
を整えるという言葉を使うことがあるので
すが、私たちの思う整っている環境と、子
ども自身が感じる整っている環境が違って
いるのかもしれないなと感じました。一番
大事にすべきことは子どもが苦にならない

図４ イベントの満足度



熊田 広樹 阿部 勇司

－ 38 －

ような環境を作ることだと改めて感じるこ
とができました。子どもと保護者の気持ち
を大切にしながらこれから関わっていきた
いと思いました。

・初めて吃音当事者の方のお話を聞きまし
た。何が正解かわからない、との素直な言
葉に「なるほど」と感じた部分と、同時に
もっと知りたいと思いました。どんな人に
も心地よい環境を作れるような支援者にな
りたいです。

今後開催してほしいイベントや学習会

・吃音の方のお話とその保護者のお話も聞い
てみたいです。

・当事者の親としては大変参考になり、感謝
しています。グループで話し合いをするこ
とも皆が会話できるチャンスかなと思いま
す。機会があれば親の話も聞いてみたいです。
・いろいろな方に知っていただきたいので、
小規模でも同イベントを継続していただけ
るとうれしいです。

・当事者に話してもらうイベントを大人数で
も開催してほしいです。

・吃音とわかったときの支援について、ある
いは周りの人間はどうかかわるのがよいの
かについて学ぶ学習会を開催してほしいです。

・吃音についてももっと知りたいですが、言
語聴覚士の方の仕事やどのような活動をし
ているのかについても、もっと知る機会を
作ってもらえたらと思います。発達支援セ
ンターについても関係者以外の一般の方々
にはあまり知られてないように思います。

・さらに踏み込んだ吃音に関する学習会や、
発達・療育に関する様々な学習会を希望し
ます。

・（吃音に限らず）いろんな当事者がいらっし
ゃるので、その思いをトークで引き出して
ほしいです。

・言葉が遅い子どもや気になる子どもについ
て学びたいです。

・発達障がい関係について学びたいです。
・場面緘黙症を取り扱った学習会などがあれ

ば参加したいです。

自由記述からは、本イベントの目的でもあっ
た、障がいに関する正しい理解を図ることがあ
る程度達成できたことが推測される。また、障
がいのみに目を奪われるのではなく、人間全体
を見ることや本人を主体として配慮を考えるこ
との重要性を共有することができたと考えられ
る。吃音への関心は想像以上に高いことが伺わ
れたが、吃音に限らず様々な当事者の声を社会
に届けていくためのイベントを希望する声もあ
り、今後の短期大学による地域貢献や地域づく
りへの参画を考える上で、大変参考になる意見
をいただくことができた。
療育は本人への支援、家族への支援、地域連
携の３本柱から成り立つ。言い換えれば、療育
にも地域づくりの視点が欠かせない。障がい当
事者やその家族だけが関わる療育にとどまるの
ではなく、療育自体が積極的に地域に発信を
し、声を上げたくてもそうできない人々の声を
社会に届けていくような「動く療育」もこれか
らはますます必要になっていくと思われる。本
イベントがそのための契機になることを願うも
のである。

謝辞
本イベントの開催にあたっては、東川町職員
の方々にご協力をいただきました。この場をお
借りして心より感謝申し上げます。

図５ 参加者に配布されたグリーンリボン
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図６ 阿部さんと熊田ゼミナールでの集合写真 ※背景は学生がデザイン・制作した
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